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       金澤馨科犬學小児科教室

百日咳二醤ス〃「フクシン」療法二就イチ

教授 泉   仙  助
   （第32回北陸昏學會特別講演1）

                日

第一章緒論
第二章百日咳二勤スル「フクシン」療法ノ意

   嚢
 第一項百日咳原因識

 第二項1特殊咳救護作蟹生二關スル學説

 第三項：本症二対スル「ワグシソ」療法ノ原

    理
第三章市費「フクシン」ノ効果二就イチ

 第一項百日咳「フクシン」ノ効果二關スル

    文献

 第二項効果ノ判定二就イチ

 第三項 一般rワタシy」ノ治療的効果概論

 第四項 市費「アタシy」ノ効果ノ観察

  （1）条等ノ判定目標

  （2）外來患者ノ統計的観察

  （3）入院愚老ノ観察

第四章百日咳「フクシン」ノ有効ナ〃可キ傑

   件昌關スル學説

第五章効果二關スル實験的研究

 第一項百日咳菌免疫血清ノ殺菌作用二關

    スル實験成績

 第二＝項 免疫ト冠管内百日咳薗ノ浦長トノ

    關係ノ動物實験

 第三項 白血球喰菌現象二及ボス百日咳薗

    免疫ノ影響
  （a）白血球喰菌現象昌及柑ス百日咳菌

突

    免疫血蒲ノ影響
  （b） 白血球喰菌現象二勤スル百日咳菌

    型ノ影響

  （C）免疫度ト白血球喰菌現象トノ関係

  （d〕百日咳罹患小見血清ノ白血球喰薗

    現象二及ボス影響

  （e）鰹廉並二免疫家兎白血球ノ喰菌性

    能ノ比較

 第四項 免疫家兎ノ組幟性細胞ノ麗外喰薗

    現象試験

 第五項 免疫血清ノ抗毒素作用

第六章 「ソクシy」ノ含窒素量ト免疫産生作

   用
 第一項1市費「ワグシン」ノ含窒素量

第二頂「ワタシy」注射二目ル凝集繋産生

    状態ノ動物質験

 第三項「ワタシy」療法テ行ヒタル際二於

    ケル患者血清凝集素量

 第四項 条等ノ改良「ワクシソ」ノ性状

第七章 改良「フクシン」ノ使用成績

 第一項統計的観察

 第二頂入院患者二於ケル観察

 第三項1改良「ワタシy」ノ副作用

第八章成績ノ批判考察

第九章緒論

              第」革緒    論

 月目眩ハ苦々小鬼科蟹ニトッテハ，最モ多ク経験スル疾患ノーニシテ，且ツ黄ノ流療ノ最

そ…困難ナルモノ・一ナリ．而シテ知ル如ク極メテ褒酷ナル小児病ニシテ，英ノ護作ノ頻々ト

來ル時到底止硯二堪エヂルモノアリ，之等ノ雛ヨリシテ之レニ封スル治療法ハ，小児科蟹二

取ツチ最モ重要＝ニシテ且ツ必要テルモノナリ．而カモ未ダ英ノ適確ナルモノ1テ見ズ，本症ノ

治療二従事スル時今日ノ聲學ノ無カテ冷笑セラル・ノ感ヲ抱クコト毎常ノゴトニ圏ス、

 モトヨリ百日咳ノ治療法八種々アリ，各種薬品ハ勿論理學的療法，精榔暗示療法寺撃ゲ來

ひバ其ノ数少カラズ，治療藥品ヨリ云7モ無敬二報告護表セラレアレドモ，知ル限リニ砕テ
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ハ以ツチ根給テ期スル能ハズ．之レテ嚢スルニ未ダ瀦足ス町辛治療法テ認ムルコト能ハズー

 唯之等流療法式ハ藥品等二比シ葉ノ作用特殊ナリト信ぜラル・ハ「フクシン」療法ニシテ，

雌ノ馳最モ興味アリ．且ツ薬ノ効果テ期待スベキ多タノ根擦有リ，条等ハ比ノ灘ニツキエ2

ノ實駿テ行ヒツ・アルヲ皿ツチ，英ノー部ノ知見テ言巳述シ大方ノ御参考二費セントス。勿論

未ダ完全ナル結果或ハ緒論二達セルニアラス寧日唯数年來ノ威綾チ記述シテ更二講學者ノ叱

正示教テ乞ハントスルニ過キズ．

第二章 百日嘆二勤スル「フクシン」療法ノ憲義

               第・項 百日咳原因諭

 1906年，ボルデー氏ニョッテボルデー氏百日咳菌ガ褒見セラレ，次デ1907年志賀氏ニョツ

テ本菌ガ確認セラレ，本症ノ細菌原因読確立セラル・二至レリー

 而シテ今日迄多タノ學者ノ實験的研究及臨床的観察ヲ綜合シテ考フルトキ，百日咳ガボル

デー氏菌ノ氣管及犬氣管枝内感染ニヨツテ惹起セラル・ノ事費ハ分ヤ擬プノ餓地ナシトスベ

ン．

 自ロチ古ルクハ，クリメンコ氏或ハ稻葉氏ノ猿二於ケル感染試験ノ有ルアリ．

 又本邦二於テハ，高木氏ガ人騒感染試駿二成功セルアリ，殊二中島氏八本菌ノ動物殊二犬

二於ケル感染試験二成功シ，100％ノ陽性威綾テ得タリ．

一方米国ノサウエル氏モ亦猿ノ感染試験二成功シ，容易二該動物二感染セシムルコトテウ

ルニ至レリ．

 之等ヲ纏播シテ観ル時，本症ノ病原間題印チ核菌ト百日咳症トノ因果關係二至ツテハ今ヤ

確定セラレタリトナス可シ．

           第二項特殊咳嚇護作護士二關スル學読

 但シ期ノ如ク本症ノ病原間題ハ解決セラレタリト騒モ，本症二特有ナル咳嚇鐙作嚢生ノ原

因關係二就イテハ未ダ明カナラザルモノアリ．

 梯経読，局所刺戟説，英ノ他各種ノ學誘アレドモ，未ダ不明ト云7テ妥當トスベシ、此ノ

駐治療法テ考究スル上ヨリ誠二遺憾トスレドモ叉止ムチ待ザルコトニ麗ス．

 而シテ余等ハ比ノ艶二關シテモ多少ノ實験テ重ネツ・有り，唯時間ノ都合上今暫ク之レテ

置クモ，兎モ角百日咳ガ百日咳菌ニョツテ惹起セラル・事費ハ前述ノ如ク確實ナリ．

 コレヨリ考7ル時化ノ百目咳菌二軸スル各種治療法テ考7ルハ最モ合理的トセザル能ハ

ズ．而シテ今日迄記載或ハ報告セラレタル百日咳ノ治療方法式ハ薬品二列ツテハ，前述ノ如

ク英ノ藪一々之レテ撃グルニ暇ナク，治療藥品ノミニ就イチ考フルモ，藪百テ以ツチ藪7可

ク，而カモ日二新薬1ノ製表セラレツ・有ルノ状況二有リ．

 然レドー毛之等薬品ノ効果二至ツテハ味ダ適確ナルモノ無ギガ如ク，自己ノ實験ヨリ見ルモ

多ク失望二終リ，知ル限リニ於テ未ダ満足ス前キモノテ見方共ノ12薬品ニアツテ多少咳

漱嚢作致テ減少セシムルカノ感アルモノ有レドモ，何レモー時的作用二通ギヂルガ如ク，薬

                  【360】



百日咳二1動スル「ワタシy」療法＝就イチ 361

理ヨリ考ヘテモ多ク麻睡作用具ヨルカ或八反射鎭静作用ナルガ如ク從ツチ薬効一過ス1ノバ護

作蕾二饒ルカ，或ハ更二増強スルチ経験スルヲ普通トス．

 之等阜郵シテ「フクシン」療法ハ理論上ヨリ考ベテ，格段ノ意義アリト信ぜラル．印チ以上

言巴述ノ如ク本疾患ガ百日咳菌ニョツテ惹起セラル・コトバ確賢ナリ，而カモ葉ノ治療ハ免疫

産生ニヨルト考ヘラル・塵ノ多タノ事費アリ，少クトモ患鬼八本症経過ニヨツテ甥ヰ冤疫テ

獲得スルコトハ臨床上確認セラル・鹿ニシテ，之レヨリ考7ル時「フクシン」注射二3ツチ免

疫産生テ速進シ，英ノ治療テハガラントスル本療法ハ最モ合理的ニシテ，真二所謂特殊原因

療法トスベシ．此ノ考察ハ當然ニシテ從ツチ「フクシン」療法ノ歴奥ハ可ナリフルク，叉之レ

ニ關スル研究報告ハ多藪ニシテ枚撃二眼ナシドナス．

          第三章市費「フクシン」ノ効果二就イチ

          第一項 百日咳「フクシン」ノ効果二關スル文戯

 今本療法二關スル文献ヲ按ズルニ，ニゴレ氏刑912年本療法二戯キ報告護表以來，時ノ音

今洋ノ東西二歩リテ，英ノ数幾十幾百二及ピ，眞二彩シギ藪二上ルヲ見ル．然1ノドモ英ノ効

果ノ有無二就イテハ，今日モ筒麟一セル結論テ見ルコト能ハザル状態二社リ，副チ有無論和

牛バシ，甲論乙駁ノ状二有リ，一方盛ンニ有効諭ノ唱道セラレツ・有ルニ勢シ，一方英ノ効

果凝ハレツ・有り。有効論者ノ誠二就イテモ必ズ有効ナリヤト毒7二心スシ毛然ラズ，共ノ

中無効ナリシモ．ノ幾％カテ撃グルテ普通トス．

 今井等護表ノ成績ノ中，重ナルモノニ就キ荷効論者及無効論者チ分類シテ表示スレバ次ノ

如シ．

第工表  百日咳フクシン有効読

費 表 者 蟹表年 緒論効果 1獲表着1蕾辮 繕識効果

NicolIe＆Comr 1912 （十） 高井廉雫氏 1924 （十）

K誠m身r 1925
（十）初期油射
（一）後期澁射 本城直彌氏 1915 （十）

B．Ka1崎i 1928 （十） 大久保直穫氏 1915 て十）

Gio舵舳 1931 （什） 高水嚢敬氏
1913

P6
18

（十）

GrOmberg 1931
1＋）40例・

（一）75例 早野 實氏
1916

ﾃ
〔十）

四

Riet島。hel 1931 冊） 長岡重雄氏 1916 （十）

Wo岨 1931 〔十） 齋藤秀雄氏 工925 （十〕

Wilke 1931 （十） 小杉文吉氏 工918 〔十）

Schmit！ 工931 （十） 池野喜一氏 1932 （舳

Stottner 1931 （十〕 徳永昌樹氏 工932 （糾）
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第2表 百日咳フクシン無効誘

護表者1麟年可川           』        一 一 一     ’ 一 一

Bay町 1931 〔一） Weich5eI 1932 （一）

WiI砒gr面b6 1931 〔一） West釦dorf＆
J㎝tsch

1932 ？ （十）

Erbon 1931 （一） H．Sch㎜畑t 1932 （一）

（脇・h・・） （1912） （一） 鵬umIe■ 工932 （一）

（Men・chkoPf） （1912） （一） 大野彦四郎氏 1924 （一）

 以上面表ヨリ知ラル・如ク，本年度（1932）ノ護表二社リテモ洋ノ東酉二於テ無効論有効論

ノ封主存在スルハ興味有リトスベシ．

 有効時期ヨリ表7毛，早期二注射シテ効果有リトスルモノト，却ツチ痙攣期二効アリトス

ルモノト有リ，

何故二期ノ如ク議論一定セザルヤ。効果有リド素フモ可，効果無シトス㍗モ可ナリ．兎二

角有無何レカ，同一ノ緒論二列ル可クシテ之レニ到達セチルハ，寧日不可思議ノ事ト云ハヂ

ル可カラズ．

 然ラバ何故二期ノ如ク麟一セル結論二到達シ得ヂルヤ。先ヅ比ノ黙二關シテ少シク考察ス

ルハ効果デ論ズル上ヨリ必ズシモ無用ニハ非ラスト信ズ．

            第二項 効果ノ判定二就イチ

 期ノ如ク緒論ノ麟一七ナル理由テ霜二者7ルニ，勿論種々有ル可キ毛，英ノ大ナル原因

ノ、，

 第1，効果判定ノ極メテ困難テルニ基ヅク．輩シ本症ノ主症候ハ咳嚇護作ニシテ，比ノ治

癒経過即チ咳嚇嚢作ガ軽度セリヤ否ヤノ制断ハ極メテ困難1事二厩ス．周知ノ如ク本症ノ咳嚇

ハ所謂製作憧ニシテ常時之1ノテ見ルニ非ラズ，從ツチ欝師自身親シク之レヲ観察スルコト困

難ニシテ薬ノ制動ハ多ク母親或ハ看護ノ人二委囑ス，之レ誤リラ來ス基ニシテ，且ツ叉護作

ソレ自身モ毎回強度テ異ニス，從ツチi，2回ノ観察ニテハ孚口定シ得ズ．例ヘバ聲間軽ルクシ

テ稀レナル二反シ夜間重クシテ頻々タルガ如キコト常二経験ス㍗財ナリ．

 第2，ニハ本症ノ経過ガ多ク慢性ニシテ，叉極メテ頑固ナルコト，而カモー方二於テ「フ

クシン」本來ノ作用方法ヨリシテ著シ英ノ動アリトスルモ，其ノ効果ノ現ハル・コト徐々ナ

ルコト等，両者相關聯シテ其ノ効果ノ孚聰定テ困難ナラシムルモノトス．

 第3，ニハ本症ノ経過ガ個人ニョリ極メテ多種多様ナルコトナリ．第1第2ノ關係ハ側ル

人歩キモ，第3ノ事賢二列ツテハ経験アル蟹師ノ外知ラザルモノ多ギガ如シ，印チ或ル者八

重ク経過シ，数十目時二致ク月二及プモノアリ．然ルニ或ル患者二於テハ比較的迅速二冷癒

二越キ，何等特別ノ治療テ施サ“ルモ2－3週前後ニシテ咳嚇護作ヲ見ザルニ至ルモノアリ，

英ノ病名百日咳ナルテ以ツチ全経過百日或八百日近クテ要スルト．考7ルカ如キバ課リノ大テ

ルモノニシテ，英ノ貧相テ知ルコト少キニヨル，彼ノ治療統計ヨリ経過日数テ短縮セリ云々
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ノ知辛孚』定ハ慎重チ要スルモノ｝スヘシ．

 叉同一纏適日野テルモ，英ノ咳嚇護作ノ軽重ニハ種々程度アリ，何等特殊ノ虜置テ行ハズ

（各種事情ノ爲メ行ヒ得チル場合有リ）英ノ秋態ヲ観察スル二叉極メテ多種多様ナルヲ見ル，

一般二護作強キモノハ護作時苦痛ノ篇メ鱒々尺側シ或ハ室内テ走リ廻ルモノアリ，咳嚇嚢作

極度二基シギ場合二有ツテハ無呼吸ノ飲トナルコトァリ，コ・ノバ殊二乳幼兄二於テ展々経験

スル所ナリ．軽キモノハ路傍二立ツチ咳嚇護作チ行ヒ，護作表ツチ平然再ビ遊戯スルガ如キ

モノアリ，各種粘膜出血テ見ルコト有リ，熱ラヂルコトアリ，護作時嘔吐ラ件7モノアリ，

件ハザルモノァリ，始メ護作重キモ迅速二靱庚二越クモノ有リ，護作ハ軽ルキモ長時日二歩

リテ治セチルモノアリ，要之二葉ノ程度千差萬別ニシテ，ユモ同一ナルモノチ見力一般二

乳幼児二於テ経過重ヰコト成書ノ跣二教ユル虜ナレドモ，必ズ然リヤド云フニ必ズシモ然ラ

尤乳児二社ツチ存外軽度二経過スルモノ有リ，叉一般二衰弱セル小児或ハ結核性蟹化アル

小見二於テハ経過重ク且ツ容易二治セズ荏百長期二歩ルデ見ルコト多キモ，之レトテモ必然

ナリトハ云7コ｝能ハズ．

 以上各種ノ關係ヨリシテrフクシン」ノ効果ノ判定ハ極メテ困難ニシテ，叉以上ノ事費テ知

ラサ1ノバ牛聰定ノ誤リテ來スコト勿論ナリトス．「フクシン」ノ効果二關スル從來ノ學詮ノ千差

萬別テルハ，一方「フクシン」ソレ自身ノ禍違ニョルコト大ナル可キモ，叉一方之等ノ事費ノ

開係スルコト大ナル可シト考ヘラル．

          第…項 一般「フクシン」ノ治療的効果概論

 愉此慶二者フ可キバ，一般「フクシン」ノ効果ナリトス．抑モ「フクシン」ノ作用タルヤ極メ

テ複雑ナリ，之レテ要スル二個麗ノ反騰ラ利用シ生饅内二菌テ注入スルコトニョツテ核菌二

対スル所謂冤疫産生テ促進スルモノト解セラル，但シ此ノ所謂免疫現象クルヤ極メテ複雑ニ

シテ，今日進知ラル・鹿ニョレパ，溶菌作用「オプソニン」現象抗毒素作用等ノ各種現象ノ総

括ト解ス可ク，從ツチ英ノ作用方法ハ軍一ナルモノニ井ラズ，殊二個鐙ノ反騰ハ各個人種々

ニシテ本療法ノ困難此慶二存ズ．例ヘバ注射菌二靭スル反騰物質産生ノ年齢的相違ノ杯スル

事ノ如キ既二知ラル・慶ニシテ實験的ニモ明カニ講明セラレタル所ナリトス．

 尤モー方「フクシン」ノ作用テ以ツチ軍二注射菌二対スル冤疫産生テ目的トスルモノニ非ラ

スシテ，一種ノ刺較療法トスベシトノ説テナスモノアリ，從ツチ「フクシン」ノ微量注射ノ効

果アルテ主張ス（河野氏）．

 荷一派ノ學者ハ「フクシン」ノ作用テ過敏症或ハ「アレルギー」ノ現象テ以ツチ説明セントシ

ッ・有リ（中野氏），ソノ他各種ノ學諭有リ，今ソノ何レテ皿ツチ正シトス可ヰヤ1チ知ラズ｝

雄モ，条等ハrフクシン」療法ラ以ツチ核菌二対スル所謂特殊冤疫産生ラ日的トスルモハシ

テ實験テ進メツ・アリ．

           第四項 市費「フクシン」ノ効果ノ観察

 以上諸家ノ學諭，實験成績テ顧慮シッ・，条等モ亦市費「フクシン」テ皿ツチ臨床實験テ行

ヒ，英ノ成績テ観察セルガ今井ノ威綾ノ大要テ記述スレバ次ノ女ロシ．
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 （1）条等ノ効果孚u定日擦

 本實験チ進ムルニ歯リ，rフクシン」ノ効果ノ判定二向ツチ先ヅ先進諸家ノ報告テ塞考ト

シ，玖ノ節キ自擦チ採用セリ．印チ外來患祈ニァツテハ（1）治癒二1釜ル経過，（2）一般症秋

ノ影響箏テ主けテ目標｝シ，入院思考二歳イテハ更二，（3）咳嚇護作ノー1蟄夜二於ケル度

数双葉ノ強サ，（4）護作時二於クル暇吐ノ度数等テ数へ附添ヒ或ハ母親テシテ之1ノラ豫メ作

製セル表二記入セシムル穣セシム．愉咳嚇護作ノ強サハ，各護作二於クル咳嚇藪テ以テ之レ

テ表示スル毛ノ正ス．

 副チ以上ノ標準ノ下二，各種ノ市費rフクシン」ラ皿ツチ治療テ行ヒ英ノ成績ラ観察セリ・

 （2）外來及λ院患者ノ統計的観察

 （3）入院思考二於クル成績

 右成縷二就イテハ，比較説明ノ都合上後述スルコト・スルモ，之レラ要スルニ之等「フク

シン」療法二社ツテハ，遺憾ナガラ大ナル効果テ見ルコト能ハズ．印チ大正7年頃以来10藪

年冬敷ノ本患者二就キ機曾アル毎二本療法チ行ヒダルモ，英ノ成績ハ多タノ場合殆ンド効果

シ認ムルゴト能ハズ，或ル場合二効果アリシ如キ観テ奥7ルモ，既二次ノ症例ニハ皿ノ考ヂ

裏切ルノ状況デ経験シ，殆ンド本療法二勤シ縄望ノ観アリキ．

第四章 百日咳「フクシン」ノ有効ナル可キ條件：・關スル學説

 以上ノ如ク理論ヨリス1ノバ最モ合理的テルニ拘ラズ，百日咳「フクシン」ノ効果疑ハシク，

之レヲ皿ツチ百一日咳ノ治癒ラ期スルコト殆ンド不可能ナルヤノ観ヲ抱カシメシ時，此ノ間同

所見ノ學者鯵カラズ，此ノ關係二就キ多タノ研究撃読出デ皿ノ鮎二就イチ種々考察改臭ガ加

ヘヲル・二至レリ．而シテ之等學者ノ主張スル鹿ニヨルニー般両日咳「フクシン」ノ効果ノ砂

キコトハ事費ナレドモ，之ハ「フクシン」ソレ自身ノ性状二体ルモノニシテ，者シ「フクシン」

使用菌ノ改良テ行フ時ハ効果明カニ現ハル・ト穰セリ．

 今之等「フクシン」使用菌ノ有効ナル可キ條件トシテ，撃者ニヨリ撃ゲラル・條件ハ攻ノ如

シ．

 （1）第1ハ「フクシン」使用菌ノ性1状ノ如何ニシテ，

  （a）菌株ガ患者ヨリ分離後時目チ経過セルモノハ効果ナシトスル學説ニシテ，高木義

 敬氏ハ早ク既二兆ノ駐ニツキ意見テ主張セラレタルガ，之レニ勤スル賛成者多ク最近池野

 喜一氏徳永保氏何レそ…同意見ラ護表シ，特二兆ノ鮎テ高調セリ．理由トシテ八百目咳菌ガ

 培養30代チ重ヌル｝キバ次第二一種ノ塑性テ惹起シ，所謂冤疫元トシテノ作用減弱ス｝云

 7二一致久ルカ如シ．徳永氏ハ此ノ見地ヨリ分離後塙餐3代菌ヲ使用シテ，串効チ牧メラ

 レタレドモ，或ル菌株二於テ効果テ認ムル二反シ或ル菌種二於テ効果麟カリシ事テ報沓セ

 ラレタリ．

  （b）早野賢氏ハ更二百目咳菌々株多種読デ主張シ，70饒種ノ歯型ヂ毛分離シ得クリト

 主張ス．而シテ「フクシン」ノ時二効果現ハレ時二効果現ハレサルハ葉ノ菌株ノー致セサ’ル

                  い鰍】
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 爲メナリトシ，氏ノ所謂多便「フクシン」「ポリバ1ノンチン」テ護表セルバ人ノ知ル鹿ナリ．

 此ノ多型學説二轡シテハ，今日荷賛否爾諭ノ存スルガ知辛モ籔二勘クトモ人型菌動物型菌

 ノ存在ノ知ラル・以上，多型説必ズシモ否定スベキニ非ラスト僑ズ．果シテ70饒種テ分離

 シウベキヤ否ヤノ間題ハ寧口絡來ノ研究二律ツモノ多々アランモ，何レニスルモ「アウト

 ソクシン」二非ラザル限リ，多種蒐株ヲ混和シテ使用スル所謂多償「ソクシン」ノ合理的ナ

 ルハ中ス迄三モナシ．

 （2） フクシン含有菌量及注射量ノ「フクシン」療法二鴬リ重大ナル意義テ帝スルコトハ中

ス造モナシ．然ル二百日咳「フクシン」療法二社ツテハ之等ノ鮎二開スノレ定説ナヰガ如ク，

rフクシン」含有蔵量モ各護費所或ハ護表者ニョツテ極メテ種々ニシテ，含蔵量数百萬個ヨリ

数10億個ノ動揺アリ，近時一般二蔵量多キナ可トスル趨勢ニアリト離モ反射學説テ主張スル

モノモ有リ，同ジ意味二於テ大量注射説有ルニ封シー方又小量或ハ微量注射読アリ．最近徳

永氏ハ前述ノ如ク百日咳「フクシン」ノ効果顯著ナルテ報告セラレクルカ，英ノ注射量二就イ

テハ關係複雑ニシテ不明ナリト逆ベラレタリ．

第五章’効果二開スル費験的研究

 以上言巳述ノ如ク，百日咳菌「フクシン」ガ，時二奏効シ時二無効二絡ル理出ガ種々アハス

ル學読二対シ。之等學説ガ＝眞實ナレバ其ノ奏効スル場合二社ツチ如何ナル機序ニョツテ効果

現ハル・ヤ．之等ノ鮎ニツキ多少ノ根擦ヲ得ントシテ，各種ノ動物資験ヲ行ピタリ．印チ著

シ之等ノ條件テ充分満足シテ「フクシン」療法式ハ免疫ヲ行フトキ果シテ如何ナル結果二到達

スルヤ，之等ノ關係テ側ル鰯メ次ノ如キ試験テ行ピタリ．

 但シ此ノ試験二際シ使用セル百目咳菌ハ，一定ノ人型菌及之レテ反覆家兎氣管内二培養

シ，而カモ薮ラタニ其ノ氣管内ヨリ分離セル最モ護育ヨキ動物型化セル菌株ヲ用ヒ，各實験

トモ常二同一菌株チ使用シテー菌型及擾育ノ相違ニコル影響テサクツ・，冤疫ニコル各種ノ獲

化影響ノ如何テ槍セリ．

 既二中島博士ノ研究報告ニヨツテ知ラル・如ク，人型菌百日咳菌テ家兎氣管内二培養スル

トキハ，菌ハ所謂動物型化シ期クシテ得幻レ菌ハ血液寒天培養基上二於クル護育原種人型菌

二比シ基ダ旺盛トナリ，菌麗モ遥二肥大シ，毒カモ彊クチル，從ツチ冤疫元トシテノ性能モ

彊大ニシテ，家兎冤疫二際シ容易二藪萬倍ノ凝集｛質テ有スル血清テ得ルコトラ得ルモノト

ス．尤モ本實験成綾二就イテハ，何レ實験者菊地，茶谷爾氏ニヨツテ詳細護表セラル可キナ

以ツチ，今ハ唯共ノ概略ヲ言巳述スルニ留ム可シ，

         第■項冤疫血清ノ殺菌作用二關スル實験的威綾

 中島正徳博士八百日咳菌免疫血清ノ殺菌カラ試験管内二於テ讃明ジ，報告セラレタリ．者

シ期ノ如ク免疫血清二殺菌力有ラバ本療法二対シ有カナル根擦トナル理ナリ．然レドモ余等

ノ實験威綾ハ不幸ニシテ之レドー致セズ，・高硬冤疫血清ノ少数稀緯度二於テ冤疫血清二多少

ノ殺菌力有ルカノ観テ興7ルモ，事費ハ疑ハシク著シ有リトスルモ英ノカハ極メテ少テルモ
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ノナルガ如シ．

第3表 戸目眩軍疫血清ノ試験管内殺菌作用成績

、＼清稀曄血ポ＼＼借鮫

2 4 8 16 32 64 工28 256 512

I  1  ■   ■  1 一 皿  ■ 皿  I 旧 L 1 一   川  h 一 皿 …   皿 … I   L …  …  』 一  u … 一 山  川 一 I 皿      1 I       ’ ’ 一 止     一  一 ⊥

1  1   一

冤疫血蒲凝集債
16000〔±） 冊 甘 什 冊 冊 州 冊 朴 榊

健康血清 冊 州 冊 柵 冊 州 冊 榊 柵

食聖水

封    照 榊麟免疫
血清

冊廿麟水
@～ 10倍健康 血清 嚇水  食麗水禔^ 菌液

           第二項冤疫ト氣管内蔵ノ潰長

 百日咳菌ハ主トシテ氣管及大氣管枝内二増殖シテ存在ス，之等生存細菌二対スル冤疫ノ影

響如何．試験方法ハ漸鮮ナル動物型菌食麗水浮涛液ヲトリ，實騒動物家兎ノ氣管内二注入シ

テ核菌二感染セシメ，藪日ノ後氣管ヲ開キ英ノ内容チ探ツチ培養試験テ行ヒ，核菌ノ充分二

護育シッ・有ルコトテ言登セル後，豫メ同一菌テ以ツチ作レル「フクシン」テ遁昇的二注射シテ

冤疫テ行ヒ，． 克ﾋ回数ノ進ムニ從ヒ英ノ血清テ探ツチ英ノ凝集贋テ験シッ・，一方各種ノ時

期二百ビ索管ラ開キ英ノ内容テトツテ菌ノ消長ノ状テ検セリ．

 筒最後二家兎テ撲殺シ，氣管及氣管枝チ出シ法ニョツテ固定シ英ノ組織學的検査テ行ヒ病

慶二対スル冤疫ノ影響ニツキ研索テ行ピタリ．

．今其ノ威綾テ表示スレバ次ノ如シ．

           第4表  免疫ト氣管内菌消長
■   I 一

家兎番號 試験回教
ワ ク シ ソ

注射金量 血蒲凝集贋 薗滴良一 試験日歎（菌液注入後日敏）

I． 一（0）
一 糾 16目

■． 5，0㏄ 12800 什 40日

Nr．1甑
㎜． 〃

■ 什 46日

IV． 14，0㏄ 25600 甘 61日

I． 一（O〕
一 什 6日

Nr，1鉱
1I． 3，O㏄ 12800 冊 27日

I． 一（0）

i 淵 一

皿． 3，O㏄ 25600 甘 20日

N，1帆
凪 〃

■ 十 39日

IV． 12，O㏄ 51200
一 79日

Nr，17a I， 6．0㏄ 12800 冊   I6日

Nr，177． I． 6，Occ         12800       ＋峠 16日

封          照
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Nr，17Z
I．

hI．

・・ 術前 80 十一 10日

R4日

I．

hI，

・＾ 術前’80
Nr，173．

拙柵 18日

S0日

Nr，175。 I．
一 撲殺略800 ぺ ・・日

Nr，17＆ I．
・ 撲殺階800 冊   19日

 本試験二社ツテハ注射菌ハ気管内蔵ト全ク同一菌ニシテ，分離後場養テ重ヌルコト少ク護

育最モ可哀ナルモノテ選ピクルモノニシテ，注射蔵量モ少量ヨリ始メ次第二増加シテ最後ニ

ハ可ナリ大量チ用ヒ，從ツチ産生凝集素値ハ可ナリ高度二達ゼルテ見タリ．之レニ掛シ索管

内百日咳菌ハ影響チ受クルコト豫想外二少ク，凝集贋ノ如何二拘ラズ殆ンド愛化ナク常二存

在スルコトヲ認メタリ．

 但シ長期二歩ル時ハ免疫ノ遊ムニ從ヒ，索管内百日咳菌ハ徐々二減少シ遼二殆ンド讃明セ

ザルニ至ル．

 荷病理組織的所見ヨリスレバ冤疫テ行ヒダルモノハ然ラザルモノニ比シ，病変靱度ナルヲー

見ルパ興味アル所見トスベシ．

        第ミ項 白血球喰菌現象二及ボス百日咳菌冤疫ノ影響

 以上ノ成績ヨリ見テ高度ノ冤疫ラ行アモ，氣管内細菌ハ迅速ニハ減少セズー

 叉前述ノ地ク百日咳菌ニョル冤疫血清，’試験管内二於クル核菌二勤スル殺菌カテ検セル

ニ。共ノ作用ノ必ズシモ大ナラザルテ見タリ．師チ髄内二於デモ亦試験管内二於デモ百日咳

薗冤疫血清ノ殺菌カハ大テルモノニアラヂルコトテ側ルデ欄ベシ．

 著シ「フクシン」注射ニシテ多少ナリトモ治療的効果アリトセバ英ノ依ツチ來ル所ハ池ノ關

係二求メサル可カラズ．

          第四項 白血球喰菌現象二及ボス冤疫ノ影響

（a）白血球喰菌現象二及ボス百日咳冤疫血清ノ影響

 實験方法ハ主けテノヰフエルド氏「バクチリオトロピン」試験方法ニョレリ．

 使用セル白血球八家兎及海猿ノ腹腔内ヨリ分離セルモノテ用ヒ，之レニ「フクシン」注射前

及注射各時期ノ血清ヲ加へ，一定時間3櫨艀竈内二置キ後取リ出シテ英ノ瞳菌藪テ数ヘタ

リ．

 荷喰菌現象ノ強サチ比較スルニハ，検鐘二際シ英ノ除菌数ヨリ次ノ5階級テ分チテ域綾ノ

課リラ少ナラシムルニ努メタリ，董シ百日咳菌ノ如ク微少ナル細菌二社ツテハ，英ノ喰菌現

象ノ判定必ズシモ容易ナラザルテ以ツテナリ．

 （一）全然貧瞳セザルモノ       （O度）

 （±）貧喰附着不明ナルモノ       （i痩）

 （十） 1個乃至3個食瞳セルモノ    （2度）
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 （仲） 4個乃至6個食瞳セルモノ    （3度）

 （糾） ク個乃至9個食瞳セルモノ    （4度）

 （州）10個以上貧瞳セルモノ       （5度）

 両シテ各種豫備試験ノ後，多核白血球威ハ鰯エオジン嗜好細胞大軍核球等ニツキ，各種倍

数稀糧冤疫血清ヲ加へ試験ヲ行ヒ，得タル威綾ノ中1，2代表ヲ表示スレバ次ノ如シ．

    海猿多核白血球ノ喰菌作刷       家兎傭工才ジン嗜好細胞喰菌
    二及ボス百日咳菌冤疫血清       作用二及ボス百日咳菌冤疫血
    （凝集憤2萬偶）ノ影響         清（凝集慣2萬倍）ノ影響

喰鵯

菌

細

胞

牽

T錐
「

．‡一
，

’

羽
L

L一十 丹

什L、

黶

｝
け十一

生量
＃■

什
i

叶丁
十 →

一口r

1一｝

¥1

     2  3    ；一  虫  十  什   咄  ｝

@ ‘・一・一 100憾踊靱’免疫血請」哩歴
@ ・・r一・一  1o惚棚鴉’蛯廉血清ノ竈鴉

@         （趾恩）

喰

葡

細

胞

牽

               ；喰歯度                   5喰菌度
                         ま     十     ｝     ｝     田

              （趾恩）

 以上ノ實験成績ニヨルニ，海猿及家兎ノ白血球ノ百日咳菌二淘スル喰菌甥象ハ，免疫血清

附加ノ場合勤照二比シ明カニ喰菌僅能ノ糟彊セラル・ヲ見ル．

 （b）白血球喰菌現象二勤スル百日咳菌型ノ影響

 歯型ニヨツテ喰菌現葬ノ上二乗シテ幾何ノ相違ラ講明シウルヤ，此ノ問題ハ理論ノ上ヨリ

興味ナシトセズ．

 今動物型菌冤疫血清テ皿ツチ，営言亥免疫使用菌及原型人型菌両者二対スル喰菌現象ノ影響

ノ相違ノ有無程度ヲ検スル二次ノ如シ．

                      印チ偏エオジン嗜好細胞及大軍核細胞
  動人
  物型                 ノ何レニ於デモ，動物饅内通過菌勘チ
  菌菌
  型喰                  動物型菌免疫血清ガ白血球ノ動物型菌

  免菌
  疫現 喰                 喰菌現象二勤スル影響ノ方遥二人型菌

  血象歯        喰菌轍二対スル影響二比シ顯著ナル
  溝ニ
  ガ及細       テ見ル．
  白ボ 胸聰
  血ス 率                 （C）冤疫度ト白血球ノ喰菌現象ト
  球形
  ノ響 ％                 ノ願係
  動
  物                    次二免疫ノ程度ト白血球喰菌現象ト
  型
  菌                 喰菌一度ノ關係テ知ラントシ，1列ノ家兎群テ

  及
            ・ ・ 冊 ・   動物型菌ラ皿ツチ免疫シッ・，各時期
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二共ノ血清テ探リ，各血清ノ喰菌現象二対スル影響ノ相違テ橡セリ．冤疫度ノ判定ニハ冤度

使用菌二対スル凝集素値デ以ツテセリ．

 今其ノ成績ノ中殊二100倍稀薄血清テ加ペタル場合テ表示スレバ次ノ如シ．

    免疫度ト白血球瞳菌現象          免疫度ノ白血球喰菌現象

 〔偽エオジン嗜好細胞〕免疫家兎第一號        免疫家兎 第一號大學核球
            血清百倍             （血蒲百倍〕

喰

菌

細

胞

寳罰

竺

＿一’・一ヲクテ’混蝸前

鼈鼈鼈鼈鼈鼈皷 一回注射復帖�
二回削艘蝸�

・・一・・一篶 O回注射複蝸 
@   見四回註封償3回�

四1回目射邊獺�

日日目
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菌崖
    2  3  ．  5一   圭   十   ＾   舳   ■�
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菌崖

英ノ威綾テ総括スルニ，鰯「エオジン」嗜好細胞及大軍核細胞ノ両者二於テ，同様二「フク

ン」注射前血清二比シ，菌液注射後血清二於テ喰薗現象促集作用著明ナリ、而シテ此ノ促

作用ハ必ズシモ凝集素順二併行セスト離モ，一般二冤度高度ナル場合二殊二著明二現ハレ

ルデ見ルハ理論上ヨリモ當然ナリト云7可シ．

百日咳罹患小見血清ノ白血球     （d）百日咳罹患小見血清ノ白血球喰薗現象二
瞳菌現象二及ホース影響
                 及ボス影響

                  更二百日咳患者ニシテ，「フクシンJ療法テ行ヒ

                 殆ンド治癒テ見タルモノ→ツキ，英ノ血清ノ喰菌

                 現象二対スル促焦作用テ検セリ．

              値シ比ノ場合，1例ハ7年4ク月ノ男子ニシテ
                 樽研百・日咳rフクシン」テ隔日O．5，m，1．5，2．0，

                2・O，2・5，3・0I／7圃注射チ行ヒ，最後ノ注射後4

1回                目目二採血，工例ハ4年4ケ月ノ男子ニシテ，同

                 穣0．5，1．O，1．5，2．O，2．O，2．5／6回注射ヲ行ヒ，
             喰菌旗
・ 土 十 ＾ 冊 ・    最僕ノ注射後4日目二採血セルモノトス・而シテ
   一・i・’醐舳■舳㎜j
   ．一．・  穴＾並置ヨ。備標●竈
      眺洲舳構     英ノ喰菌現象促進作用ノ12テ表示スレバ次ノ如
      最見血商IOO膀帰調棚

                 シ．

                 【苅9】
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 本實験二社ツチ瞳菌現象試験ニハ動物型菌テ使用セリ，コハ始メ人型菌テ皿ツチ試験テ試

｛タルニ歯型少ニシテ喰菌現象ノ判定極メテ困難ニシテ，到底正確テ期シ得ザリシテ以ツチ

止ムチ得ズ動物型菌テ使用セル手ノナリ．筒爾患者血清ノ該動物型菌二勤スル凝集素贋八大

略1300倍ナリ．

 右成績テ要略スレバ，対照トシテ用ヒタル健康大人血清双生理的食麗水ノ場合二比シ患者

血清ハ明カニ其ノ促進作用大ナルヲ見ル．

 （e）健康並二冤疫家兎白血球ノ喰菌性能ノ比較

 以上自血球ノ喰菌現象二対スル免疫血清ノ影響ヲ検セルガ，之レニ勢シ冤疫セラレタル個

誰ノ白血球ソレ自身ノ喰菌性能ノ増減和句テ知ラントシテ，次ノ實験テ行ピタリ．印チ健康

家兎及冤疫家兎（凝素案贋6400倍）ノ白血球テ分離シ，ソノ傭rエ才ジン」嗜好細胞及大軍棲細

胞両者ノ喰菌性能テ比較セリ，今300倍稀羅血清テ加ペタル場合ノー成績テ表示スレバ次ノ如

シ．

  冤疫及健康家兎白血球喰菌性     以上實験威綾ヨリ見ルニ・健康家兎ノ高血球

  能比較             二於テハ，傭rエオジン」細胞毛大軍核球モ如何

〔機経書春）傭あ㌶鰯鏑胞 ナ11場合一於デモ，瞳菌度・度以上一反ベル毛

                   ノナシ．

                    総ルニ冤疫家兎白血球二於テハ，健康血清テ
 喰
 薗                 加ペタル場合二於テ英ノ作用著シク促進サレ。
 細“
 胞                 健康家兎ノソレニ比シ喰菌性能ノ増強顯蕃ナル
 率
炉            テ見ル・

                      第五項冤疫家兎ノ組織牲細胞ノ

                          麗外陰菌試験

                    組織性細胞ノ百日咳菌二対スル畦菌性能ノ實

               喰菌度 験的研究ハ未ダ之レテ見ズ，從ツチ本實駿ハ理

              ｝                   諭ノ上ヨリ見テ産ダ興味多幸モ，本演題二就イ

テハ關係少キナ以ツチ暫ク之レラ賂シ，唯冤疫家兎二於テ叉其ノ組織性細胞ノ喰菌性能ノ著

シク増彊セル事費テ逆ブルニ留ム可シ．

             第六項冤疫血清ノ抗毒素作用

 細菌ノ冤疫作用テ考アルトヰ，英ノ抗毒素作用ハ叉重犬ナルー現象ナリトス．今日蓮如ラ

ル・百日咳菌毒素ハ主トシテ駿内毒素ニシテ，一般ニハ其ノ毒力強カラズ，但シ人麗ヨリ分

離直後二於テハ毒力比較的大ナル事讃明セラル・ヨリ見テ，又一方氣管ノ病理組織的研索成

績ヨリ見テ，氣管内二於テハヌ可ナリノ毒作用テ星スルモノト考ラル，雌ノ錯ヨリ見テ冤疫

血清ノ抗毒素作用モ叉有意義トスベシ，殊二特殊咳嚇護作ノ該毒素ノ赫経作用ニコル事大ナ

ルヲ思ハシムルヨリ見テ，抗毒繁作用ノ關係ハ愈々重要ナリトスベシ．

 試験方法ハ主トシテ奥谷氏法二從ヒ，毒素ノ皮内反藤ヲ騰用セリ，但シ此ノ場合二社ツチ

                  【舳〕
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ハ試験動物トシテ家兎テ用ヒ，60度30分間カ鵬殺菌セル百目咳菌反英ノ生菌ノー定量二，高

凝集慣家兎免疫咋清ノー定量テ加へ一夕ルモノ及聾照トシテ唯免疫血清ノ代リニ生理的食麗水

ラ加ペタル手ノテ，30－40分間3ク度ノ水浴中二於テ加温シタル後，英ノー定量テ試験動物

ノ，豫メ脱毛セル腹部ノ両側ノ靭鷹セル皮内二注入シ，藪日間二歩リテ葉ノ部二惹起セラル

・反魔性愛化印チ浸潤，蟹赤腫脹等ヲ仔細二観察シ，以ツチ免疫血清ノ影響ヲ試験セリ．

 右結果ニョルニ，死菌ヨリモ生菌テ用ヒ約レ場合ニアツテ，反膝強ク免疫血清加ノ場合ハ

食髄水加ノ場合二比シ遥二共ノ浸潤腫脹或ハ護赤輕度ナリ．師チ明カニ冤疫血清ノ抗毒素作

用テ認ム．

 以上動物實験ノ蔵縷テ纏播スルニ，「フクシン」ノ治療的効果二關スル作用方法二就イチ，

各種ノ學読ノ存スルハ前述ノ如キモ，以上實験成績ヨリ見テ，勘クトモ百日咳二在ツテハ，

上述實駿ノ方面二於テ葉ノ作用ノ現ハル・コトバ確實ナリトス．副チ「フクシン」注射ニョツ

テ直接百日咳菌二勤スル殺菌カハ現川ノザレドモ，白血球及組織性細胞ノ喰菌カハ明カニ促

進サレ，更二抗毒素作用モ叉護現ス．

 両シテ之等ノ作用八大騒ヨリシテ，免疫度ノ高度ナル程共ノ作用強キヂ示ス・

 翻ツチ之等現象テ考7ルトキ何レモ細菌學血清學ノ既三教ユル鹿ニシテ，敢テ不可思議ト

ス可キニ非ラザルハ言タ侯タズ，彼是併セ考ベテ百日咳「ソクシン」療法テ以ツチ免疫増進テ

目的ト解スルハ至當トスベク，從ヅテ叉可及的強キ免疫テ惹起セシメ，或ハセシメハ企圖

スルハ必ズシモ不合理ナリトハ考ラレズ．

第六章 「フクシン」ノ含窒素量ト免疫産生作用

 「フクシン」注射ノ清療及豫防上ノ意義ハ元ヨリ多種多様テルハ前述ノ如シ、

 今後リニ箪二歯髄免疫ニコル冤疫増進ラ目的トセパ，英ノ「フクシン」中ノ菌含有量ガ至大

ノ意義テ有スルコトハ鴬然ナリ．両シテ此ノrフクシン」合有蔵量ノ測定法ニハ種々アリ，或

ハ蔵量チ秤量シ或ハ菌敷ヲ計算ス．然レドモ余等ノ経験ニヨルニ，生菌テ秤量スル時英ノ含

蔵量著シク動擶ス，之レ菌ノ鐙育ノ状態ニヨリ水分含有量著シク動擶スル爲メナルガ如ク，

コノ專實ハ殊二百目咳菌二於テ著明ナリトス．

 叉歯数ノ計算八百目咳菌ノ如キ形態微少テルモノニァリテハ，英ノ手技困難ニシテ精確ナ

ル菌藪テ待ルコト能ハズ，文例分ヒ菌数ヲ計算シ得タリトスルモ，菌騒個々ノ大サハ護育共

ノ他ノ赦況ニヨリ著シク相違スルハ先進講家ノ既二等シク教ユル所ナリトス．

 翻ツチ多タノ冤疫學諭或ハ實験ヨリ考7ルニ，生誰二於クル冤疫反磨ガ，何レモ主トシテ

注射物質中一二於ケル含窒素物二關係アルコトハ周知ノ事費ナリトス．コレニヨツテ見ルニ

「フクシン」ノ濃度測定二宮リ，英ノ含有窒素量ラ目標トスルコトバ必ズシモ不合理ナラズ，

或八百日咳「フクシン」ノ如幸二社ツテハ部ツチ合理的ナリト考ラル，庇ノ理由ト叉一方便宜

上ノ間題ヨリ余等ハ「フクシン」濃度測定二営ツチ，北ノ含窒素量測定法ヲ採用セリ．

 元モ「フクシン」ノ含窒素量八大テルモノニアラヂルテ皿ツチ，英ノ測定ハ特殊ノ方法ヲ要

                  日37リ



372 泉

スルコト勿論ニシテ，種々實験ノ結果須藤博士考案ノ血液残欝窒素測定装置チ藤川シテ，此

ノ目白勺テ達成スルヲ得タリ．

 印チ「フクシンーノー定量テトリ，直二之レラ酸化シ，英ノN量ノ測定テ行7．方法簡単ニ

シテ更正確ナル値テ見出スコトテ待、

      第・項市費「フクシン」殊二百日咳「フクシン」ノ含窒素量

 今以上ノ方法ニョツテ各種市費rフクシン」ノ含窒素量ノ測定ヲ行7二，葉ノ結果次ノ如

シ．但シ感作「フクシン」二社ツテハ多少ノ附カ回血清性分テ含有スルチ以ツチ，英ノ含窒素量

ハ必ズシモ含蔵量ヲ赤スモノニアラス．唯今ハ参考ノ爲メニ之レテ表示スルニ過キズ．

          第5表  各種市費フクシン合窒素量

褒 實 使用土 使用セ 。   費潤一

ﾎ軸q紅〕
盲’験時満費量

被検菌液
被験菌液

商貝 験
レワク 〃硫酸 （㌫・・） 1009中ノ

（ワタシy） シy量量
・・l／平均 n

含窒素量
暗 時 （C．C・） （C・C・〕 可N・・S・O・ （mg）

21／VII I 29／VII

連鎖状球菌 1929 1929
5－O 1．O 0．13 O．15 O．14 1。ユ1 2．72

（大阪血清） 1／nI
II 17／VIII

1930 1931
5－O 2．0 097 0－99 O－98 1．97 2．77

葡萄状球菌 17／VI I 24／V1I

（大阪血清〕 1929 1929 50 1場 α80 α83 ○別 1．11 α84

ペ ス ト 菌 19／VI
（東京信研） 1929

I 鵜i㌫・
 …LO」α07

0．05 α06 1．03 2－72

12／VI I 3／Vm
イyフルエンザ菌 1929 1931

5．0 1刀 α81 α81 O－81 1．04 α62

（大阪血清） 1／V II
6／VIII

1930 1931 50 ム0 1－64 1－66 1．65 1．98 α92

インフルエンザ
4／III

I
I／VII

1929 1929 50 Z0 1石9 1j7 ユー58 2－03 1．54

菌肺炎双球菌混
合

（東京傳研）
3／VI II 10／VIII

1930 1930
5，O 2－O 1．58 1．62 1．60 198 1．06

感   作
2／V I 22／V
1929 1929

5－0 1－O O－64 0－68 0－66 1』6 1．12

百日咳菌
（北 里） 〃 ■

1O／IX
1981 50 ZO 1．44一 1．48 1λ6 198 1．45

10／V 工 27／V

百目咳菌 1929 1929
5．O 1．0 α73 0．75 0．74 1．03 O－81

（大阪血清） 15／■ II ユOρX
1930 1931

5．0 2，0 1．71 1．73 L72 1．98 O．73

感    作
24／m I 30／V
1929 1929

5－0 1．0 α92 α95 α93 1．08 α42

百 日 咳薗
（大日本製藥）

19／X II 12／IX
1929 1931

5．O 2．0 1，72 1．74 1．73 1．98 0．70

感   作
2／∀

I 22／V
1929 1929

5．0 1－O 0．62 α64 0．63 r03一 1．12

百口咳菌
（瀞戸天見〕

15／III
1I I4／IX

1930 1931 50 2．O 1．63 1－66 1．65 1．98 α92

【372】
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感    作

百日咳薗
 （九州優研）

感    作
コ・イ ヒチン

（大阪細菌〕

20／V
1929

〃

12／V
1929

〃’

夏日嚇ワグシ1・／・

 I

i II

I

II

27／V
1929

15／1X
1931

23／V
1929

15／IX
1931

5．0

5．0

5．O

5．0

1．O

2．0

1．0

2．O

O．78

ユ．66

0．83

1．72

O・76

1．69

O．86

1．73

O．77

1．68

0．85

1．73

1．06

1．98

1．07

1．98

O．81

0．84

O．61

O．70

夏日囎ワグシ1・／・

i東京鰍）い930
I 鴇卜・ 1．O

， 一
O．62 1．00 1．06

1

不明 I 12／V皿
1931

5．O 2．OO 0．07 O．07 O．07 2．OO 5．40

ポ．リバレyチン

（感   作〕
29／V
1930

II
，

5．0 3．00 O．50 0．52 0．51 2．95 6．83

｛東京生化〕

不明 皿 一
5．0 3．00

一 一
O．88 2．95 5．80

       第二項 フクシン注射ニコル凝集素産生ノ動物實験

 以上記述ノ如キ含窒素量ノ「フクシン」テ注射スルコトニョツテ，果シテ幾何程度ノ冤疫テ

獲得スルヤ英ノ冤疫産生ノ状況如何．

 此ノ關係テ知ル爲メ，試ミニ之等百日咳「フクシン」ノ中ノエ，2ヲ試験動物家兎二注射シ，

其ノ凝集素産生ノ模様テ験スルニ次ノ如シ、但シ注射分量ハ付レモ人髄二於ケル注射量テ使

用セリ．

    第6表（I） 市費百日咳フクシン（合窒素量1，o mg／dl）注射試験

        注射日及   14／VI O・3  16／VI 0・4  18／VI O．5

        注射量   20／VI 0・6  22／VI 0，9

         19／VI採血血清 凝集反騰  注射総量 1・2蛭

試験管番號 1■一‘■

Q5

2 3 4 5 6一 7 8 9

稀緯倍数 50 100 200 400 800 1600 3200 鐵照
菌株家兎
番 號一

長田菌 ユ8

R4

十十 什什 甘料 十十 ±±
一一 一一 ■■ ・■

 一
ﾛ118、
R菌34

十十 十十 料什 十十

ﾃ

十十 十十 ±十
一・ 一一

25／VI採血血清凝集反藤  注射総量 2．7姥

長
田

菌

丸
山
薗

18

34

18

34

十

十

十

十

十

十

十

十

十十

代

甘

什

十

十

甘

朴

±

七

十

十

±

十

十

土

十

【珂3】
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29／VI採血血清凝集反騰  澁助総量 2・7鹿

長118
田

菌 34
丸
山

薗

18

34

十

÷

1＋
；十

十

十

十

十

代

甘

十十

井

十

十十

料

十

七

十

十

土

一1

∵

第7表（H） 市費百日咳フクシン（含窒素量5，4mg／dI）

注射日及   u／VI 0石   ユ3／V1 0・5  15／VI 0・7  工7／VI α7

注射量 20／VI1・0 22／V工1・O

   18／VI採血止蒲凝集反騰  注射総量2・甥

試験管番號 1 2 3 4 5 6 7 8 9

稀藤倍藪 25 50 100 200 400 800 1600 3200 濁照

菌稼1

ｼ薗

家兎

ﾔ號
P6

R1

I
十十 丹甘 十十 土十

一■ ■一 一｝ 一一 一一

丸山薗 16

R1

十十 料什 什什 甘十 十十 十十 十±
．一 一・

25／VI採血血清凝集反聰  注射総量4・4鹿

長
岡

薗

丸
山

菌

ユ6

31

16

31

十

十

代

什

十

十

十

十

代  甘

什  料

±

十

±

士

号  十

→  十

十  十

十  十

29／VI採血血清凝集反騰  注射総量4、甥

長
岡

菌

丸
山

菌

16

31

16

31

十

十

十

十

代

甘

甘

甘

十

十

井

甘

十  一

十  一

十

十

十

十

   第三項「フクシン」注射テ行ヒタル際二於ケル愚者血清凝集素量

凝集反騰ガ免疫ソレ自身ノ全麗テ表ハスモノニ非ラザルコトバ中ス道モ無シ・撚レドモ幾

何程度二冤疫ノ起リタルカラ側定スノレーノ有カナル目穣タリ得ルコトハ細菌學ノ教ユル所ナ

リ．

今試｛二rフクシン」注射ノ効果現ハレタリト信ぜラル・場合，及ビ「ソクシン」注射テ反覆

行フ毛効果紗カリシ症例二鼓イチ，共ノ患者ノ凝集量テ測定スルニ共ノ威綾次ノ如シ．

          【374】
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姓年 探期 診
名 ワクチン注射量 血 凝集反 膿成績及齢 ノ日 断

第 七来 全量4・2㏄ 最リ
百 番 號 1 213 4 516 一718 K

O 後十 血漉稀曄
i

（隔日〕 ノニ
借 歓

50 工00200 5001 1000一2000 500010000 一
一 不 浅日 日 i

O
02＿0－4＿α6＿ 射目 人型薗 村 柑 併 什 料 十

 I＋1一 」

一

例
日

年夫 O．8＿1．O－1．2 …1
咳

動物理薗 十ト 柵 掛 十十 什 十
 一
m 一 一

策 一松
金量7・8c・c．

（隔日）
〃 百 番 號 1 2 3 4 5 6 7 8 K

年
二 入O

O．3＿0．4＿0．5＿

O．6＿O．7＿0．8＿ 二 日 人型菌 淵 朴 排 榊 十 土 一 一 一
ケ

O．9＿1．O＿1．2＿
目

例 月巌 1．4
圓 咳 動物理薗 十十 冊 冊 料 十 十 ± 一 ■

第 七高 全量σO㌫㌫’ 〃 百 番 號 1 2 3 4 5 6 7 8 K
一二

年〇七ケ啓

（隔日）
五 日 人型菌 十十 淵 冊 什 什 十 一 ■ 一

0．2一α5－O，8一 日

例 月O
1，O＿ユ．5－2．O 目 咳 動物型菌 什 井 ・トト 什 十 ± 一 ■ 一

策’ 七吉 全量12・5c，o・ 〃 百
年○四由 番 號 1 2 3 4 5 6 7 8 K

四
（隔日）

O，5＿1場一15＿ 四 日

ケ書 2．0＿2．O－2．5＿
日

例 月O 同 咳 動物型 糾 糾 排 什 十 十 ± I 一
3，O．

第 四吉 金量g・5c．c一 〃 百
年○四ケ哲 番 號 1 2 314 5 6 7 8 K

五
（隔日）

O，5－1．0－1．5一 四 日

日

例 月O 2．O＿2．0＿2．5 目 咳 動物型菌 榊 糾
 i
鰍P料 十 十 土 一 ，

第 二月 全量g，5・・c・ 〃 百
○ 番 號 1 2

31
4 5 6 7 8 K

六 と
（隔日）

五 日

○ O．5＿1．O＿1．5＿ 日
’一

例 年子 5．O 貝 咳
動物型菌 柵 榊 朴 井 十 十 ， 一 ，

第g表 効果不充分ナリシ患者血清ノ凝集素測定

第1

例

第

例

第

例

姓年
名

及齢

一  『司

年〇
丸み
夕O」
月子1

六長
 ○ケ

 観
月○

三長

年O
八

 信ク

月O

〃去・注射量

全  量 13．5c，c．

 （隔日）
O，2＿0．4＿O．8＿
1一．O＿1，6＿2．0＿

2．5＿2．8＿1．0＿
I．2

全量Z6c・・一
 （隔日）
0．1－0・3－0．5－  1

0．7＿1．O       l

全  量  6・O c・c．

 （隔日）
O．3＿O．5－O．7－

1，O＿0．5＿0．2＿

O，4一＿0．6－O．8＿

1．O

探期
血
ノ日

長八
後日
ノ目

注
射
ヨ

リ

〃

日

目

〃

日

目

診

断

百
日

咳

価
穫
病

百早

目崖

咳鬼

百

日

咳

凝 集 反 膿 成 綾

番 號
血清稀耀

借 数
人型菌

動物型菌

番號1
人型菌

動物型菌

番 號

大型菌

動物型菌

長田菌

二1，1．1

什什

→什
1

＋

＋

1

＋

刊
■

2

＋

什

2．

什

井

井

・1

200

什

十

3

士

什

3

什

什

十

4じ16
50010002000

甘十±
十士ト
4

±

4

＋

＋

＋

5 6

5 6

土 一

± 一

十 一

7181K
5000μ00001一

7 8

7 8

二に

K

K
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第九長全量・…レ百
   O （隔日）
四ク O－3－O－5－1，O一三日
   武 舌1；＝著：姜二百1易二  日

例1月O咋α用 日咳

泉

番號・・… ；・一…
人型薗什仲仕。士に

             一
動物型薗十十代十十土1一

■長岡菌十甘十十十一1

 以上動物實駿及臨床實験ヨリ考7ルニ，市費「フクシン」注射ニコル凝集素産生ハ低度ニシ

テ，家兎二人饅注射量テ注射スルモ葉ノ凝集素産生ハ最高600倍前後二通キズ，人駿二社ツ

テハ更二低ク葉ノ大量畠ロチ藪姥テ注射シテ始メテ1000－2000倍前後二達セシムルコトテ得ル

デ知ル．

 両シテ効果現ハレタリト信ぜラル・場合二於テハ，英ノ患者血清ノ凝集贋ハ何1ノモ1000倍

前後ヨリ藪千倍二達ス．

 値シ「フクシン」ノ効果表ハ・ノサリシ症例ノ凝集贋ヨリ考ベテ，凝集素産生ガ傾麗ノ反騰ニ

モ關係シ，注射量ノモニヨルニ非ラヂル事明カナレドモ，期ノ如キバ狗懐病或ハ早産児ノ如

キ特殊ノ麗質ヂ有スルモノニ於クル場合ニシテ，．一般ヨリ云ヘバ元ヨリ免疫元ノ注射量二負

7所大テルハ推察二難カラザル鹿ナリ．

            第四項 条等ノ改良ワクシンノ性状

 以上ノ如ク市費「フクシン」ノ効果未ダ憲二沸タズ，臨床上ヨリモ葉ノ記載ノ使用量テ皿ヅ

テハ効果現ハレス，治療二困難テ感スルコト大ナリシヲ皿ツチ，如何二之レテ改良ス可キヤ

ニツキ考慮スルコト年有リ，此ノ聞百日咳「フクシン」ノ多量注射ノ論テ主張スルモノアリ．

条等モ亦試ミニ「フクシン」ノ比較的多量テ注射セルニ稽々効果有ルカノ観ヲ抱カシメタリ．

但シ初メハ其ノ副作用テ恐レ，極メテ慎重ノ注意ノモトニ漸次壇量テ行ピタリ，副チ漸次1

回注射量最高1琵前後ヨリ3姥マテ進メ共ノ反騰テ見ルニ，必ズシモ大ナラザルテ知レリ，

タマクマー馨員ハ4年ノ愚見二勤シ「フクシン」注射量テ漸次糟大セル後最後二1回量5姥テ

注射セリ．然ルニ結果ハ豫想外ニシテ反騰意外二少ク，局所二一過性ノ浸潤テ残セルニ止マ

リ，而カモ英ノ治癒威縷バ違≡ダ可ナルラ経験セリ．

 以上ノ事費テ綜合シテ余等ハ或ハ更二蔵量ヲ増加セバヨリ効果テ撃ゲウルニ非ラザルヤノ

考二想到シ，昭和3年以來自ラ「フクシン」製造二着手セリ，

 帥チ先ヅ日本各地ヨリ各種百日咳菌株テ集ムルニ努メ，谷1］膜二博士，中島正徳博士，谷

友攻博士ソノ他ノ諸氏ノ御好意ニヨリ，東京偉研歯株，九大小鬼科数室蘭株，東大細菌學教

室蘭株等ノ各百目咳菌株テ入手シ，之等ニツキ比較研究ヲ行ヒ，更二同時二自ラ又患者ヨリ

百日咳菌株テ分離シ，之等ヨリ多贋「フクシン」テ作リ，而シテ種々豫備試験ノ後昭和5年頃

ヨリ順次患者二騰用スルニ至レリ．

 条等便用「フクシン」ノ製法ハ，時ニョリ多少ノ変遷ヂ経クレド毛，大髄二於テ相違無ク，普

通ノ方法二從ヒ特二記ス可キコトナシ．日ロチ主トシテ加熱「フクシン」ニシテ，而シテ努メテ

多贋ナル可手テ元則トセルモ，其ノ菌種ハ4一一5種二過キズ，又努メテ新鮮ナル菌株テ用ヒ

                  【町6】



百日咳二勤スル「ワグシン」療法二就イチ 動ブ

タレド毛条等ノ場合二社ツテハ多量二使用スルチ以ヅテ，徳永氏ノ云7如キ分離後3代菌ノ

第10表 改良フクシン含窒素量 如キ新鮮菌株テ用ユルコト能ハズ，軍二各種ノ分離後比

年 次 含窒素量

昭和4年 1・6mg／dl・

〃 5〃
1．9 〃

〃 〃〃 4石 〃

r
〃 6〃 3．8 〃

〃 〃〃
6．1 〃

〃 7〃 52 〃

〃 〃〃 1O．0 〃

〃 〃〃
7．9 〃

〃 〃ル 1
8．3 〃

〃 〃〃 i 4．3 〃

〃 〃〃 4名 〃

〃 〃〃 53 〃

〃 〃〃 68 〃

較的新ラシクシテ，護胃可哀テルモノテトリ，之レテ混

和シテ使用スルニ過キズ．

 英ノ最モ特有ナル駐ハ，菌含有量ニシテ可及的高度ノ

冤疫テ惹起セシメントスル駕メ，叉一方二於テハ幸其ノ

毒性比較的少キ事費ヨリ，漸次菌量ヲ増加セシメ，今日

二社ツテハ共ノ含蔵量可ナリ多量トナセリ．今井ノ含窒

素量ノ推移ノ大騒テ示セパ乗ノ如シ、

 但シワクシン濃厚ナル時ハ，從ツチ反鷹彊クナリ，叉

注射量大ナル程共ノ反騰大トナル事當然ナリ．此ノ錯ニ

ツキ禍當ノ困難テ感ぜルモ英ノ後種々此ノ副作用除去二

苦心セル結果，今日ニテ八大ナル副作用テ見ザルニ至レ

リ．

 而シテ今試ミニ，5ミリ前後ノ含窒素百日咳「フクシ

ン」テ以ツチ試験動物家兎二注射テ行ヒ，凝集素産生ノ

状態テ粉スル二次ノ如シ．

第11表（III） 教室百日咳フクシン（含窒素量5．mg／dI）注射試験

    注射日及   20／Vn α2  22／VII O・4  24／VII 0．8

    注射量   26／VII 1・2  28／VII 1・5

      24／VII採血止溝凝集反鰹 澁嚇総量O・6蛭

試験管番號 ・！・1 3 4 5 6 ・・f・ 1O 劃照

稀曝倍数 ・・ 堰E・ 100 200 400 800 1600 ・… P蜘 12800

菌剛臓號

長 ll 料 州 排 拙 甘 仲 十 十 十 ・ 一
田

菌 12 廿 料 排 拙 十十 甘 十 十 十 口 一

丸山 11 十十

什 舳 柵 耕 甘 十 十 十 一 一

菌 12 什 什 州 糾 併
・トト

十 十 士 一 一

26／VII採血一血蒲凝集反騰 注射総量1・甥

長
囲

菌

丸
山

菌

11

12

糾i冊
什；糾

u1片；朴
 1  ！
121料！什

拙1冊

i併1糾
刈冊
榊f冊

什甘 d・・1土
付 十十 朴1＋ ＋」士

糾  朴  什  十  十  十

冊  冊十  什  十  十  十

【師】



378 泉

31／VII採血止蒲凝集反騰 澁射線量41蛯

長
田
’菌

丸
山

菌

11

12

11

12

糾  排

十十 糾

州

拙

柵

舳

朴

州

州

州

柵

俳

榊

排

糾

冊

冊

丹

朴

什

甘

糾

什

・十

十

十

朴≡十1
 1 1
升．十1

十

十

十

十

十

七

十

十

第12表（IV） 教室百日咳フクシン（含窒素量5．mg／d1）注射試験

 注射日及注射量  8／D（O．2 エO／IXα4 12／IX0・8 ユ4／IX 1石

     14／IX 採血血清凝集反騰 注射総量1，4焼

試験管番號 1 り1・ 4 I 5 6 71819
… 一し

’」勤照
16001320016400 ≡

1

稀標倍野 25 50 100 200 400 800 128001

・菌株i兎番號 一 i

1
； 1

長 13 冊 冊 ＃ 十十 十十 十 十 十1＋ ± 一
関

薗 14 拙 冊 甘 村
・トト 甘 十 十・十 ± 一

一  …o   ■ 11一           一

丸 13 冊 排 甘 什 十十 十 十 十 十 十 一
山

菌 14 朴 糾 淵． 僻 三 井 甘 十 十 十 ± 一

16／IX採血血清凝集反騰 注射総量3・幅

長
田

菌

丸
山

菌

13

14

13

14

州

冊

冊

柵

榊

柵

ぺ
洲

甘

榊

州1

什

十十

州

桝

十十

十十

叶

料

甘

甘

十十

代

十

十

代

井

十

十

十

十

ザ十十

甘1什

±

七

十

十

此ノ成績ヨリ見テ，新ノ如キ「フクシン」注射ニョツテ強度ノ凝集素産生テ來スコトヲ側

ル．而シテ此ノ成績一テ前述市費「フクシン」注射ノ場合二比スルトキ，冤疫元トシテノ作用二

相當ノ相違ノ存スルコトテ認ムルコトテウ．

第七車 改良「フクシン」ノ便用成績

条等ノ改良「フクシン」ト表フモ，昭和3年以來数次ノ蟹遷チ経タルテ皿ツチ，之レテー葎

二元アコト能ハズ，英ノ含有窒素量モ臨床上ノ所見ヨリ順次蟹更ゼルテ皿ツチ，英ノ・硬モ種

々ナレドモ主トシテ英ノ使用ラ始メタル昭和6年以來ノモノニ就イチ云ヘバ，合窒素量略5

ミリ前後ニシテ英ノ効果モ稿満足ス可キモノアリ．

         ミ≡葎一；頁  竜を  言十  自勺  饗見  萎書

今昭和元年以來本年9月迄，7年間ア60餓名ノ患者二就イチ得タル統計的観察ヂ言巳述スレ

バ次ノ地シ．

（i）纏患者数ヨリ見タル「フクシン」療法流癒率各年別

 「フクシン」療法テ受ケタル患者ニツキ，治癒セルモノ及未冷或ハ鱒騎不明ナル両者ニツ

            【378】



            百日咳二蟻スル「ワグシソ」療法二就イチ          379

 ヰ，総患者数二野スル％テ示セパ次ノ如シ．印チ次ノ表及次頁ノ園（a）ニョリテ明カナル

如ク，「フクシン」療法テ多ク行ヒタル年度二於テハ治癒牽大ナルテ見ル．

          第13表 纏患煮藪二野スル流癒率各年別

    ぽクシン療患者総敷コ法チ受ケタ    jル患者藪

総患者数二 金満及 総患者数昌 ㊥来治及
総患者籔

動スル ％ ⑧軽快者激 甥スル ％ 結集不明敏 ξ甥スル
％

j

大正15年 151 52 34・4％ 13 ＆3％ 40 264％

昭和2年 121 48 39・6％ 14
I 11石％ 34 28．1％

1昭和3年
1 167 70 41．7％ 24 i 1“％ 46 27石％

昭和4年 62 33 53・2％ 17 I 27・4％ 16 25．7％

昭和5年 61 29 47・6％ 15 24・6％ 14 22・9％

！  91昭和6年 66 72．5％ 29 31．8％ 37
、一1111

軌7％

昭和7年 昌O 72。形 42 3＆7％ 38 34．2％

I

⑧ 軽快トハ健二転1度ノ咳畷ヂ窟シ殆ンド治セル毛ノテ意味ス

㊥ 未治トハ注射チ行フモ軸…快セズ注射チ中絶セルモノ不明ハ鞠騎不明ノモノ

（2）「フクシン」注射ラ受グタル患者藪ヨリ見タル治癒率各年別

第14表 治癒率統計各年別
フクシン
注射テ受

全治者 ⑧軽快考 金潰軽快 来治及

ケタル馬
％ ％ 結果不 ％ 摘    要

着藪
貿 敏 實  敷 者合計％ 明者蚊

大正15年 52 0 o％ 13 245％ 24石％ 40 75．5％

昭和2年 48 5 10・4％ 9 18・8％ 292％ 34 70．8％

呈 ワグシγ使用時 代

昭和3年 70 13 18．6％ n 15・7％ 34・3％ 46 65．7％

昭和4年 33 9 27－3％ 8 24，2％ 51お％ 16 48，5％ 市責ワグシン増
量使用蒔代

昭和5年 29 9 31．9％ 6 2α7％ 51・7％ 14 48・8％

昭和6年 66 11 1L1％ 18 27・3％ 44，0％ 37 56ユ％

昭和7年 80 I5 18・8％ 27 308％ 52．6％ 38 47£％

呈 改良フクシン便 用時代

⑧鵜同前表嚇

 今此レテ曲線テ皿ツチ示ストキハ次頁ノ園（b）ノ如シ．

             第二項 入院思考二於ケル観察

 入院患者二社ツテハ，比較的詳納二典ノ経過状態テ観察シウルラ皿ツチ，特二注意ノ下二

前述ノ如ク，共ノ咳1蝦製作敷皮其ノ彊度或ハ之レニ件7嘔吐藪ノ槽滅，注射局所ノ反騰及一

般症状ノ鐘化等テ講納観察言巳載セシメ，殊二咳嚇獲作及嘔吐等二就イテハ，豫メ作レル記入

表二正確二記λセシメ，之レヨリシテ治療ニコル咳漱製作ノ影響テ判断セ｝ト努メタリ．今
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之等入院慰者57名ノ中1，2ノ成績テ撃ゲ，共ノ経過ニツ干多少ノ所見ヲ記スレバ次ノ如シ

 第1表ハ偉粥rフクシン」殊二其ノ大量テ使用シテ効果表ハレ変リド考ラル・場合ニシテ，

之レニ勢シ第2表ハ効果著シカラザリシ場合ナリ．

 第3表ヨリ第7表二至ルモノハ，何1ノモ改良濃厚rフクシン」注射療法テ行ヒ経過良好ナリ

シモノナリ．

（a）纏患者藪二淘スル治癒率各年別

男

中ク療筐，受ナ，ル息
署動・罷亀者数昌数舳駕
杢宿辰握俊吉数’鍵

悲葛蟹一憂貝ル屠

’1

μ

大昭昭靱昭昭蜆攪a書頸和三韓五二ニ四五’、七事年宰年年字専              蜆
              幹
事    年    宰    年    宇    字    専

（b）フクシン治療冷癒率各年別

■
I

＿一生満事十密快事
E・一一‘一一・・ ｬ快事

f全挽事
一1

一 1

I

1

1’ 斗

一一

大昭昭靱旧記明ｳ和和饒前胸載ﾜ二三四五六ヒN年年年年牢牢
牛   年   年   年   串

載

 之レニ罫シ第8表ハ，表ノ上ヨリハrフクシン」効果有リシ如キ観テ奥7レドモ，事費ハ之

ひ二反シ，「フクシン」注射テ反覆スルモ咳漱護作毫モ軽快セズ，嚢作藪ハ多少減少セルモ，

嚢作ソレ自身ハ部ツチ重〉，遼二未治ニシテ退院テ見タル症例ニシテ，耐シテ本症・ニアッテ

ハ高度狗俊病兄ニシテ，前記述ノ如ク反覆「フクシン」注射ニモ拘ラズ薬ノ血清凝集反騰ハ産

グ低クキテ見タリ．

 第9例ハ同様「フクシン」ノ効果然カリシ側ニシテ，略70日「フクシン」注射ノ外，各種拾療

法テ試ムルモ軽快セズ．最後二夏二症般増悪シ険悪ノ状態テ呈ゼルテ皿ツチ，試ミニ「オム

ナヂン」注射テ行ヒダルニ，咳嚇数頭二減少シ特二共ノ強度ノ輻鉄ラ來シ，蘇生ノ思ヒテ教

セルバ興味少シトセズ．本症例ハ鼠痩貧血ノ早産児ニシテ，侮優病患兜或ハ期ノ如キ早産児

二社ツテハ，例会ヒrフクシン」注射テ行7モ冤疫反騰ノ超リ難キモノナランゴけ推察セシ

ムル好例ナリ．不幸本症例二社ツテハ，忠児．血清ノ免疫反騰度テ織スル機テ得ナリシモ，冤

疫促進剤タル「オムナデン」テ注射シテ頼二緩解流癒テ見劣ルハ此ノ間ノ満息テ示スモハ考

ラル．
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  一般症状二郵スル影響．

 「ワクシン」療法二就イテ，在來

比較的顧ミラレザリシ鮎ハ本療法

ノー般症状二郵スル影響ナリトス

余等ノ實験ヨリ見ルニ，本療法

奏効スルトキハ，咳漱症秋ノ改善

二先立ツテ，先ヅー般症状ノ改善

テ見ルコト多シ．印チ忠見ハ氣

分ヨクナリ，食慾増進シ，顔色モ可

良トナル，コレ恐ク抗毒素産生二

依ツテ吸牧セラレ幻レ毒素ノ申和

セラル・篇メニヨルモノト信ゼラ

ル．而シテ斯ノ如クー般症状ノ改

善セラル・二次デ，咳蹴症秩ノ漸

衣綾解テ來ステ見ルテ普通トス．

            第量項 改良「ワクシン」ノ副作用

 上記ノ如キ濃厚「ワクシン」使用二際シ，始メ濃度テ塘スニ從ツテ副作用現ハレ，局所ノ護

赤腫脹テ來シ，時二多少ノ藤置ラ要シタレドモ，興ノ後種々改良ノ緒果今目ニテハ反騰妙

ク，少量ナレバ無刺戟無反廠ナリトス．多量二注射セル・時，多少ノ局所ノ護赤腫脹テ見ルコ

ト有ルモ，護熱見チルコト雅ンド無ク，稀二多少ノ熱護テ見ルコト有ルモ翌日二及プコトナ

シ、荷護赤腫脹モ1繭日ニシテ漁失シ，叉時二注射部二硬緒塗潤テ残スコト有レドモ，之レ

モ爾3目ニシテ滑失シテ痕跡ヲ留メダルテ普通トス．

第八章成績ノ批判考察

 縄テ治療法ノ効果判定ハ困難事二篤ス百日嘆「ワクシン」療法ノ場合二於テ殊二然ルテ感

ズ、

 余等ハ先二記述セルガ如ク，「ワクシン」ノ効果ノ判定二際シ講學者二從ツテ各穣ノ標準チ

作リ，以ツテ以上各種ノ動物並二臨味實験テ行ヒタリ．・然1ノドモ果シテ之等ノ標準或ハ方法

ニョツテrワクシン」ノ効果テ確定シウルヤ否ヤテ更二考察スルニ，以上實験放績ヨリ見テ明

カナル如ク此ノ間ノ關係極メテ複雑ニシテ，緒諭ニハ極メテ慎重ナル可キテ思ハシムルモノ

アリ．咳嚇磯作数ノ揖移ヨリ「ワクシン」ノ効果ヲ判定スル場合ノ如キモ，果シテ「ワクシン」

ノ影響ノ之レニカロハレルモノナルヤ否ヤノ断定ハ必ズシモ容易ナラズー

 例令バ第g表ハ特二忠家ノ希望ニョリrワクシン」療法テ行ハズ，軍二継淡剤鎭静剤等テ與

ヘテ，共ノ経適ヲ観察セル場合ニシテ，此ノ場合二在ツテモ，咳嚇襲作数ハ最盛期テ過グル

                 区脳コ
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ヤ迅速二減少シ，術製作ソレ自身ノ強度そ…比較的迂遠二輕快セリ．北ノ1例ヨリ見ルモ例会

少数吻二於テ「フクシン」注射後曉嚇製作藪頓二減少セリトスルモ，「フクシン」奏効セリトノ

緒論ハ慎重テ翼スルモノト考ラル．

   第g表  咳嚇獲作表      愉以上成績ヨリ見デモ明カナルハ。同一百日婆

そ8 抽  1相

百目頃「フク〃。ヲ使用｛ル固

1

1

・45

．

屯

凹

報

快

⊥ 1   一

退院

牛

1健

午

前

護作二在ツテモ，共ノ強度種々ニシテ，英ノ治癒

経過ヨリ．見デモ極メテ多種多様ナルコトナリ．普

通「リプリーぜ」ヲ件フ定型的咳嚇護作ヨリ軽度婆

嚇製作二移行，更二軍純咳嚇期テ経テ全治二至ル

コトハ，臨床上ヨリ周知ノ事ニシテ，且ツ此ノ移

行ハ極メテ徐々ナリ．從ツチ治癒ノ判定ハ愈々困

難トナル理ニシテ，治癒日藪ノ判断ノ如キ，英ノ

何レノ時期テ探ルヤニ從ツチ落シギ相違テ來タ

ス，コひヨリ見テ治癒日数ノ統計ヨリ，之1ノラ短

縮シ得タリ云々ノ判定方法ノ如キ欝ヲ得ヂルヤ明

カナリ．

 今百日咳ノ特有ナル症状テ考フルトキ，英ノ壕

嚇製作二求メサル能ハズー百日壕ノ百日咳タル所

以ハ，此ノ婆嚇護作ニシテ，若シ此ノ症状無クバ

軍純ナル気管炎或ハ氣管枝炎ト何等異ル所ナク，

叉患鬼二在ツテモ此ノ嚢作無タパ大ナル苦痛テ騒ユルコト無ク，多少普通ノ咳嚇アル毛何等

痛痒テ感ぜチルナリ．從ツチ百日嘆ノ治療二當ツテハ，此ノ咳嚇護作ノ消失テ以ツチ最モ重

要トセザル百カラズト信尤而シテ「フクシン」注射ノ有無二拘ラズ此ノ定型的百日咳壕嚇護

作ノ纏綾期間ハ，条等ノ経験ニョルニ，最短前後略2週間ナリ．師チ充分ナル冤疫産生能力

ァル小児二社ツテハ咳i轍護作期間略2週日ニシテ大麗冤疫ノ成立テ見給癒二向アモノト考ヘ

ラル．

 之レヨリ見テ「フクシン」注射ニコル咳嚇護作期間ノ短縮限度モ，略2週間テ以ツチ標準ト

スベシ．印チ「フクシン」注射ニヨリ毎常2週間以内二咳嚇護作去ラバ以ツチ「フクシン」ノ効

果表ハレタルモノト判断シテ可ナラズヤト信ズ・

 期ノ如キ考察ノ下二，「フクシン」療法ノ効果ラ判ズルニ，英ノ方法ノ如何二体ツチ耐日咳

「フクシン」療法二多少ノ効果テ期待シ得ルモノト信ズ．印チ「フクシン」療法ニヨリ英ノ経過

ヲ短縮シ，症状チ軽快セシム．但シ咳嚇護作テ迅速二制止スル作用ハ何1ノノ鮎ヨリ考フルモ

之レヲ認ムルコト能ハズ，從ツチ迅速ナル咳嚇制止作用ハ他ノ方法二体ラザル可カラ尤勘

チ今日一般二行ハル・如ク「フクシン」療法｝同時二各種薬品テ使用シ，充分ナル冤疫襲生二

列ル期間，出來得ル眼リ咳嚇護作テ抑歴シ，患兜ノ苦痛テ軽減セント努ムルコト八合理的ノ

事二麗ス，帷不幸ニシテ在來ノ各種鎮咳剤タルヤ，英ノ作用句レモ不確實ニシテ百日咳護作
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二軸シテ八制止作用不充分ナルテ冤レス，条等ハ之レニ針シ，比較的確賛ニシテ奏効テ期待

シ得ル所謂頓挫療法ヲ企テ目下多少ノ實験テ行ヒツ・有り．唯今日ハ共ノ試験不充分ニシテ

護表スル迄二列ラズ．此ノ黙二關シテハ他日二譲ヅルモ，此ノ爾治療法爾々相侯ツチ始メテ

百日咳ノ積極的治療テ期待シ待ベシト信スルモノナリ．

 荷百日壕「フクシン」ハ或ル者二於テ英ノ作用現ハレス，コレ個鑓ノ反騰カノ低ヰ鶴メニヨ

ルモノト考ラル．之レヨリ見レハ，カ・ル患者二社ツテハ章二「フクシン」ノミニ依ツチ英ノ

治療テ室ムハ非合理的ニシテ，「ソクシン」注射ト同時二各種ノ理學的療法，或ハ薬品附加ニ

ヨツテ冤疫護士テ促進スルヲ至當トスベシ．

第九章 結     論

 （1）百日咳ノ「ソクシン」療法ハ「フクシン」ノ如何ニヨリ，叉注射方法ノ如何ニヨリ，効

果テ期待スルコトテ得，少クトモ免疫ラ促進シ，涛療テ迅速ナラシムル効果ハ認メサル能ハ

ズ．

 （2）或ル者二於テ無効ナリ，コレ寧日個髄ノ反確カニ因スルコト大ナルガ如シ．

 （3）英ノ作用現ハル・コト徐々ナリ，コレ「フクシン」療法ノ鉄馳トモ云7可シ，時二注

射ニヨリ頓挫的二護作減少セルガ如ク見エルモノァレドモ，果シテ注射ノ偽メナルヤ疑ハ

シ．
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